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「働き方」法案、5 月 31 日に衆院本会議で強行採決！  

安部内閣は、「裁量労働制の対象拡大」を削除した「働き方改革」関連法案を今国

会で成立を狙って４月６日閣議決定し、「改ざん･隠蔽・セクハラ発言」に抗議する

主要野党抜きで、衆議院厚生労働委員会での審議入り強行、そして 5 月 31 日に衆院

本会議で強行採決しました。  

安倍政権が成立強行をねらう「働き方改革」とは、本質的には財界や大企業にと

って労働者をいかに働かせやすく、使いやすくするかということです。簡単にいえ

ば、労働者を生産に必要な時は引き寄せ、生産が縮小・中止の場合はすぐに辞めさ

せられるような法律をつることです。  

 

労働者保護の破壊  

産業革命によって個々の雇用主が、労働者をそれも年少者や若い女性を奴隷のご

とく長時間、低賃金、職場環境劣悪状態で酷使し、そのことが放置され労働力の全

体が磨耗･摩滅し、枯渇していく状態でした。最初の労働者保護法は 10 時間労働と

してできます。多くは遵守されませんでしたが、徐々に浸透していきます。  

現在、いろんな労働者保護法がありますが、罰則の無い法律や例外規定も山ほど

あります。よく見ておかないと誤魔化され・だまされ、経営者の都合のいいように

使われます。  

安倍は、資本なり財界や大企業の意向を汲んで、歴史的な産物である労働者保護

法を改悪し、保護をつぶそうとしています。これが「働き方改革」の大きな狙いで

す。もう一つは、労資関係を雇用関係のない契約形態に変えようとしていることで

す。  

 

「働き方改革」関連法案の大きな問題点  

今一番財界がやりたいのは、「高度プロフェショナル制度」の創設です。1985 年

に労働者派遣法という法律が創られました。それまでは労働者を供給･派遣するとい

うことは法律で禁じられ、労働組合が職業安定法に基づいて唯一できることになっ

ていました。しかし、経営者が都合のいいようの形で実態的にはやっていたんです。

非合法でやっていたことを合法化するために、当初は労働者派遣法を 13 職種に限定

して、給与の非常に高い高度の専門職が対象ということでスタートしました。  

～特集～「働き方改革・・・徹底批判」 

安倍に追撃を、「働き方改革」関連法案を廃案に！ 

仲村 実 
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「高度プロフェショナル制度」の場合は、時間管理でなく成果管理ということ、

それも年俸が「1075 万円以上の人」を対象としています。労働者派遣法は適用対象

がどんどん拡大され、今日では港湾や建設等一部の職種を除いて原則自由とされま

した。同じよう「高度プロフェショナル制度」も創設してしまうと、いずれは「財

界が主張している年収 400 万円となり、時間管理をなくす労働者を増大させること

につながっていきます。  

次に「残業時間の罰則・上限規制」、残業協定 36 協定のことです。これも基本は

1 日 8 時間、1 週 40 時間働くというのが基本です。残業することは本来例外なので

す。残業協定を結ぶ場合、労働組合がしっかりして職場で過半数を組織していれば

規制ができます。ただ、今の 36 協定は破ったとしても罰則がありません。罰則を決

める法案ですが、例外の例外で上限は過労死ラインの月 100 時間です。  

さらに「同一労働同一賃金」で、非正規社員の待遇改善を図るとしています。こ

れは完全にウソです。労働契約法をめぐる長澤運輸、ハマキョウレックス、郵政労

働者の裁判でわかるように、雇用形態とか責任度合いとか社会通念と適当なことを

理由に、一部の手当てしか認めない最高裁判決でそれを判例として決着をつけよう

としています。安倍は「非正規」という言葉をなくすといっていますが、半年、１

年の有期などのいわゆる非正規雇用労働者が全雇用労働者の 40％に近づいている

現実を完全にごまかしています。  

残業時間の罰則を売りにして、「高度プロフェショナル制度」の創設をセットで成

立させる悪質なやり口です。  

 

「働き方改革」関連法案を廃案にしよう  

安倍が今国会の冒頭、1 月 22 日の施政方針演説のトップで「働き方改革」にふれ

ました。一番の目玉です。安倍は、以前のホワイトカラーエグゼンプション、残業

ゼロ法案の失敗を総括して、単独でなく関連法案として必ず成立させようとしてい

ます。  

今回の関連法案以外で、関心を持って運動と闘いを強めなければならないのは、

兼業とか副業を認めるよう宣伝していることです。介護職やトラック運転労働者は

長時間残業込みで生活しているという実態があります。低賃金と長時間労働の固定

化、それと併せて兼業ＯＫ、ダブルワーク歓迎、テレワークで仕事、自宅で仕事と

かという具合です。政府も財界も非常に多様な雇用形態をつくるべきだとの具体化

です。 

資本の動きもグローバルになっていますから、少子高齢化の日本では外国人労働

者も雇いたいし、「高度プロフェショナル制度」にしなければ日本の優秀な労働者、

人材が海外に出て行くという。実際やっていることは、いかに規制を緩和して、い

かに労働者を自由に安価に使うかということです。 

安倍のいう「働き方改革」法案を絶対に許してはりません。労働者派遣法の苦い

経験があります。今後は、解雇の金銭解決、職業安定法の改悪・労働者供給事業つ

ぶしの攻撃も強まると思います。 
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経済闘争も政治闘争も闘うまともな原則的労働組合に対し、資本と権力は弾圧攻

撃をかけます。そして連帯ユニオン関西生コン支部のように、中小企業経営者との

一面共闘で反独占闘争を行う体制に、分断を持ち込みくさびを打ち込んできます。 

労働者保護法としてある労働基準法など労働関連諸法、その規制外しと解体を許

さない闘いによって、労働者階級の団結は強まります。 

現下の安倍「働き方改革」関連法案強行突破を阻止する闘いを強め、廃案に追い

つめましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 31 日、衆院本会議で「働き方改革法案」が強行可決されました。総論的な批

判は仲村書記長の原稿を読んでいただいたら良いかと思いますので、ここでは法案

の具体的内容を見て行きたいと思います。今回の働き方改革法案の主な内容は、①

高度プロフェッショナル制度の創設、②時間外労働の上限規制、③非正規労働者に

対する不合理な差別禁止、です。以下、それぞれの具体的内容についてみて行きた

いと思います。  

 

１ 高度プロフェッショナル制度  

≪導入要件≫  

①労使同数の労使委員会の設置  

②労使委員会が 9 項目について 5 分の 4 以上の多数で決議  

③使用者が決議を労基署に届け出  

④対象労働者の同意  

 

≪労使委員会で決議しなければならない 9 項目≫  

①高度の専門的知識を必要とし、労働時間と成果との関連性が通常高くない性質の

業務であって、厚労省が定めた対象業務であること。  

②職務の範囲が明確に定められており、年間の賃金が労働者の平均賃金の 3 倍を相

当上回る水準（厚労省令で定める）以上であること。  

③健康管理時間（労働した時間の合計時間）を把握する措置をとること。  

④1 年間を通じ 104 日以上かつ 4 週間を通じ 4 日以上の休日を就業規則等で定める

こと。  

⑤対象労働者に対し次のいずれかの措置を講ずること。  

ア 一定時間以上の勤務間インターバル制度と深夜業の回数制限制度の導入。  

イ 健康管理時間を１か月又は 3 か月の期間で一定時間内とすること。  

ウ １年に１回以上の継続した２週間の有給休暇を与えること。  

～働き方改革法案の具体的内容～ 

大橋直人 
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エ 週 40 時間を超える健康管理時間が月 80 時間を超えた場合等に健康診断を実施

すること。  

⑥健康管理時間の状況に応じて有給休暇付与や健康診断を実施する制度を導入する

こと。  

⑦苦情処理措置を講ずること。  

⑧その他厚生労働省が定める事項。  

※労使委員会 

「労使委員会とは、賃金、労働時間その他の当該事業場における労働条件に関する事項を調

査審議し、事業主に対し当該事項に関し意見を述べることを目的とする委員会である。同委員

会の委員は、使用者および事業場の労働者を代表する者であり、委員の半数は、当該事業場の

労働者の過半数を組織する労働組合、又はそのような組合がない場合には労働者の過半数を代

表する者、によって人気を定めて指名されなければならない。 

※健康管理時間 

対象労働者が事業場内にいた時間と事業場外において労働した時間を合計して算出する。た

だし、対象労働者が事業場内にいた時間については、労使委員会が、厚生労働省令で定める労

働時間以外の時間を除くことを決議したときには、その決議に係る時間を除いた時間とされる。 

 

≪問題点≫  

対象業務について「高度の専門的知識を必要とし、労働時間と成果との関連性が

通常高くない性質の業務」としているが、具体的には厚労省令で決めるとされてお

り、なし崩し的に拡大される可能性が高い。  

また、対象労働者の年収要件については「年間の賃金が労働者の平均賃金の 3 倍

を相当上回る水準」とされているが、これも具体的には厚労省令で定めるとされて

いる。導入時については年収 1075 万円以上と言われているが、これもなし崩し的

に下げられていく可能性が高い。経団連は年収要件を 400 万円程度まで下げるべき

と提言していた。  

労働者派遣法の場合のように、対象業務の制限や年収要件についてはどんどん緩

和され、いわゆるホワイトカラー全体にまで対象が拡大される可能性が高いと考え

ている。  

なお、「対象労働者の同意」が要件とされているが、実際には労働者が会社の意思

に逆らって拒否することは事実上不可能に近い。そんなことができるならば、そも

そも過労死など発生しないだろう。会社が全てを決定し、労働者は事実上の無権利

状態に置かれている現実を無視したものであり、有効に機能するとは到底思えない。 

 

２ 時間外労働の上限規制  

≪時間外労働の上限≫  

原則：45 時間／月・360 時間／年  

特例：「臨時的な特別の事情」がある場合は 720 時間／年以内、45 時間／月を超え

ることができる月数の上限は 6 カ月  
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※ただし、この数字には休日労働を含んでいない。休日労働を含めると、月

80 時間、年間合計 960 時間の時間外・休日労働が可能となる。  

 （720 時間の範囲内で、一時的に事務量が増加する場合の上限）  

 Ａ：2 か月、3 か月、4 か月、5 か月、6 カ月の平均で、いずれにおいても休日労

働を含んで 80 時間以内  

 Ｂ：単月では、休日労働を含んで 100 時間未満  

 Ｃ：特例の適用は年 6 回が上限  

 

≪適用除外業務≫  

≪問題点≫  

労働時間は原則として 1 日 8 時間、週 40 時間とされ、使用者がこれを超えて労

働者を働かせた場合には、処罰されることになっている。これが労働法の大原則で

ある。  

その例外として 36 協定があるが、現状では例外が常態となり、しかも事実上青天

井となってしまっている。厚労省告示では、原則月 45 時間・年 360 時間との限度

を定めているが、罰則規定がないばかりか、36 協定において特別条項を入れれば、

限度時間を超える時間外労働も認められることから、事実上何の規制にもなってい

ない。  

よって、まずは 1 日 8 時間、週 40 時間を超える労働について、厳格に規制する

ことから始めるのが筋である。とりわけ、36 協定における特別条項（月 45 時間・

年 360 時間を超える時間外労働を定める条項）については原則廃止すべきである。  

上述の通り、法案では過労死ラインである 1 ヵ月 80 時間ないし 100 時間の時間

外労働を認めている。例外の常態化を法認するものであり、過労死するまでなら労

働者を働かせても問題ないと法律がお墨付きを与えることにもなる。しかも、これ

まで長時間労働業務として社会問題にもなってきた業務については、当面時間外労

働規制を適用しないとしているのである。  

新技術・新商品等の研究開発の業務  
適用除外。100 時間超の場合、医師による面接指

導を義務付け。  

工作物の建設の事業  

改正法施行から 5 年を経過した日から時間外労働

の上限規制を適用。但し、災害時には一部適用除

外。  

自動車の運転の業務  

改正法施行から 5 年は時間外労働の条件規制の適

用除外。5 年経過後は、1 年についての時間外労働

の上限規制のみ適用。  

医業に従事する医師  

改正法施行から 5 年は時間外労働の条件規制の適

用除外。5 年経過後は、限度時間の臨時的特例に

関する規制のみ適用。  

その他の業務（業務量の変動が著しい業

務、公益上の必要により集中的な作業が

必要とされる業務）  

改正法施行から 3 年は年間 720 時間の規制のみ適

用。  
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３ 非正規労働者に対する不合理な差別禁止  

≪法案の内容≫  

働き方改革の 3 本柱の一つとされているが、実際には目新しいものはあまりない。

その概要は、労働契約法 20 条を削除して、その内容をパート労働法に移し、労働者

派遣法を一部改訂して、派遣先労働者との不合理な待遇の禁止及び差別的取り扱い

の禁止等を定めた規定を追加するものである。以下の表の通りである。  
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≪問題点≫  

 冒頭で述べたように、目新しい内容がほとんどない。今回の法案に含まれている

わけではないが、一昨年 12 月に発表された「同一労働同一賃金ガイドライン案」や、

この間の労働契約法 20 条裁判の判決から踏み出したような内容はほとんど見られ

ない。「同一労働同一賃金」とか「非正規という言葉をなくす」等という大げさな宣

伝の割に、竜頭蛇尾も良いところである。  

 これまでの判例の特徴は、諸手当についてある程度不合理性を認めるが、基本給

や賞与、退職金等の格差についてはほとんど不合理性を認めないというものである。

長澤運輸事件東京地裁判決のように地裁レベルでは突出した判決もあるが、高裁で

ひっくり返されているのが実情である。なお、6 月 1 日に長澤運輸事件とハマキョ

ーレックス事件の最高裁判決がでるので、これでほぼ流れは確定するものと思われ

る。ともあれ、「同一労働同一賃金」とか「非正規という言葉をなくす」というのは

大嘘であることは、法案の内容を見ても一目瞭然である。  
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１ ゲオホールディングス 不当労働行為損害賠償請求訴訟  

（１）これまでの時系列  

 ㈱ゲオホールディングスは、関西ユニオンの団体交渉申入れに対し、本社のある

愛知県でしか団交に応じない等として事実上の団交応諾を拒否しました。以下、こ

れにかかる時系列です。  

・2013 年 2 月 関西ユニオンが大阪府労委に対し不当労働行為救済申立て。  

・2014 年 1 月 大阪府労委が不当労働行為認定。関西ユニオン勝利。  

・2014 年 2 月 ゲオホールディングスが中労委に再審査申立て。  

・2015 年 1 月 中労委が不当労働行為認定。関西ユニオン勝利。  

・2015 年 2 月 ゲオホールディングスが中労委命令の取消を求めて東京地裁に提訴。 

・2016 年 4 月 東京地裁がゲオホールディングスの訴えを棄却。  

・2016 年 5 月 ゲオホールディングスが東京高裁に控訴。  

・2016 年 10 月 東京高裁がゲオホールディングスの控訴を棄却。  

・2016 年 11 月 ゲオホールディングスが最高裁に上告。  

・2017 年 3 月 最高裁がゲオホールディングスの上告を棄却。  

・2017 年 4 月 関西ユニオンが団交拒否について損害賠償を請求して大阪地裁に提

訴。  

・2018 年 5 月 大阪地裁にて勝利和解。  

㈱ゲオホールディングスは、最後まで負け続け、労力や訴訟にかかった費用など

を含めれば、団交拒否について莫大な代償を支払う結果となったわけです。  

 

（２）大阪地裁における損害賠償請求の内容  

関西ユニオンは、昨年 4 月、ゲオホールディングスの団交拒否に対して損害賠償

請求訴訟を始めましたが、請求の内容は以下のようなものでした。  

 

 

 

 

 

 

（３）大阪地裁における和解内容  

 今年 5 月 21 日、5 年以上にわたるゲオホールディングス団交拒否事件の和解が成

立しました。和解の内容は下記の通りですが、第三者口外禁止条項も入れさせてお

らず、ほぼ完全勝利と言えるのではないかと考えています。  

○ゲオホールディングス 不当労働行為損害賠償請求訴訟 勝利和

解！ 

○但馬屋食品不当労働行為（不利益取扱、支配介入） 完全勝利命令 

○但馬屋食品不当労働行為（団交拒否） 完全勝利命令 

○城南学園不当労働行為事件（団交拒否） 完全勝利命令 

１ 被告（㈱ゲオホールディングス）は，原告（関西ユニオン）に対し，金 220

万円およびこれに対する平成 25 年 1 月 31 日から支払済みまで年５分の割合に

よる金員を支払え。 

２ 訴訟費用は被告の負担とする。 

 との判決並びに仮執行宣言を求める。  
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２ 但馬屋食品不当労働行為（不利益取扱、支配介入）  

 管理職ユニオン・関西は、2016 年 8 月、但馬屋食品分会を結成しました。その前

後で、但馬屋食品は、組合員に私立探偵を付けて身辺調査を行ったり、組合員らを

呼び出して組合に対する誹謗中傷を行ってきました。管理職ユニオン・関西はこれ

に対して大阪府労委に不当労働行為救済申立てを行い、今年 3 月に勝利命令を勝ち

取りました。  
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３ 但馬屋食品不当労働行為（団交拒否）  

 但馬屋食品は、団交について東京の弁護士に事実上丸投げした上、伊丹市内か大

阪市内でしか団交には応じない等としました。組合員らは兵庫県の八鹿や朝来で働

いており、伊丹市内や大阪市内まで出てくるためには高速道路を使っても車で 2 時

間程度かかります。管理職ユニオン・関西はこれについて、事実上の団交拒否とし

て大阪府労働委員会に救済申立てを行っていましたが、今年 5 月勝利命令を勝ち取

りました。以下、命令の抜粋を掲載します。  
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４ 城南学園不当労働行為事件完全勝利命令  

 学校法人城南学園は 2016 年 4 月、新たに保育園を開設しました。当該であるＴ

さんは、城南学園の理事長から保育園の園長になってほしいと懇願され、前職を辞

して 2015 年から保育園の開設準備に携わり、2016 年 4 月 1 日に園長に就任しまし

た。ところが、それからわずか 1 ヵ月余りで自宅待機とされてしまったのです。学

園側は、その理由を部下との折り合いが悪かったから等と言っていますが、Ｔさん

には全く納得できない話でした。そこで、管理職ユニオン・関西に加入し、団体交

渉を行ったのですが、学園側は自宅待機にした理由について、「総合的に判断して」

等と言うばかりでまともな説明を拒否しました。これについて、管理職ユニオン・

関西は大阪府労委に不当労働行為救済申立てを行っていましたが、この 5 月に命令

が出ました。ほぼ完全勝利の内容です。  

 

 

 

 この１、2 か月の間で、ゲオホールディングスの勝利和解の他、労働委員会では

立て続けに勝利命令を勝ち取りました。しかし、労働委員会はやはり時間がかかり

すぎて、命令をもらう段階となれば、労使紛争の焦点がずれてしまうことが少なく

ありません。  

但馬屋食品については、今年 3 月で会社が解散したことから、労働委員会の命令

そのものがいわば宙に浮いたような形になってしまっています。また、城南学園に

しても、当該は既に裁判を始めて、それもかなり進んでいる状況であり、今更自宅

待機の理由を書面でもらったところであまり活用のしようがない状況ではあります。 

もちろん、今後も労働委員会は活用していくべきですが、相手が四つに組んで争

ってくる場合には長期化がさけられないことから、そのあたりを十分検討する必要

があると思います。  
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5 月 19 日吹田郵便局前にて、前神戸北

郵便局立石集配部長に対する抗議のビラ

巻きを行いました。大橋さんを始め６人の

組合員の方の応援を頂き、中々盛大に行う

ことが出来ました。  

当日は雨も朝で上がり、風が強かったも

のの、天候は問題は無く、大橋さんが、立

石部長の神戸北郵便局でのパワハラ行為

などを拡声器で局舎に向けて言い始めた

ところ、昼休みの時間だったので、窓からたくさんの社員がこちらの方を見てきま

して、手を振ってくれた人も２人ほどいました。  

今回、私は些細なミスの揚げ足を取られた形で時給を 190 円下げられる事になり

ました。しかしながら社内規定にも反する行為で 4 月 18 日に神戸北郵便局の藤田総

務部長から、単価の事務的なミスだから、と言われました。しかし、私はこれはも

う明らかな嫌がらせであり、組合に対する報復であると思います。  

私は昨年 11 月 22 日に神戸北郵便局前で郵政ユニオン主催の立石氏に対しての抗

議活動においても、彼の社内における、不当な威嚇行為が問題であると拡声器で訴

えました。大橋さんも朝早くから鈴蘭台まで来ていただいて、更に組合員のＴさん

も来て頂き、大橋さんには拡声器できつく訴えて頂きました。また関西ユニオンの

団体交渉でも何回も問題提起を行いました。  

立石氏にとって私や、郵政ユニオン、また関西ユニオンは目ざわりな存在だった

はずです。立石氏はつねずね、知らなかったや、聞いていない、忘れていた、は許

さない認めないと社員の前で何回も大声でわめきまくり、大声で怒鳴り散らせば社

員が怖がって言う事を聞くと、自慢話を管理者間で自慢していたと聞いたことがあ

ります。自分は会社から選ばれた管理者であり、何事も業務だからと言えば全て良

いと思っているようです。  

立石氏は以前、自分のやり方に不満があるなら例え家族や外部の人間でも説明に

行く、と社員の前で豪語しましたが、11 月 22 日の抗議活動の現場に出てくること

は無く、また関西ユニオンの団体交渉でも

組合が立石の出席を求めても出てくるこ

とはありませんでした。これこそ内弁慶の

典型的な人物だと思います。  

今後は郵政ユニオンにおいての社内の

苦情処理での交渉と併行して関西ユニオ

ンでの抗議活動を行っていきたいと思い

ます。仲村さんが以前言われていた、闘争

は明るく楽しくやると言う、言葉通りにし

たいとおもいます。これからもよろしくお願いします。  

吹田郵便局前抗議活動にご協力ありがとうございました！  

                          執行委員 Ｂ  
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≪ハマキョーレックス≫（朝日デジタルより抜粋） 

浜松市の物流会社「ハマキョウレックス」の契約社員が、同じ仕事をしている正社

員と待遇に差があるのは、労働契約法が禁じる「不合理な格差」にあたると訴えた訴

訟の判決が１日、最高裁第二小法廷であった。山本庸幸裁判長は、正社員に支給され

ている無事故手当や通勤手当などを契約社員に支給しないのは不合理だと判断し、会

社側が支払うよう命じた二審判決を支持した。最高裁がこの争点について判断を示し

たのは初めて。 

 原告は同社で契約社員として働くトラック運転手。正社員に支給されている無事故

手当▽作業手当▽給食手当▽住宅手当▽皆勤手当▽通勤手当――などの支払いを求

めて訴訟を起こした。一審・大津地裁彦根支部は、通勤手当について「交通費の実費

の補充で、違いがあるのは不合理だ」と認定。二審・大阪高裁はさらに、無事故手当

と作業手当、給食手当を支払わないのは不合理だと判断し、双方が上告していた。 

 この日の第二小法廷判決は二審が「不合理」と認めた四つの手当に加え、皆勤手当

についても正社員に支給しながら契約社員に支給しないのは「不合理」と判断。原告

が皆勤手当の支給要件に該当するかを審理させるため、大阪高裁に差し戻した。一方、

住宅手当については、正社員と契約社員の間に転勤の有無など差があることをふまえ、

契約社員に支給しないのは「不合理といえない」と原告の訴えを退けた。 

 

≪長澤運輸≫（BIGLOBE ニュースより抜粋） 

 定年後の再雇用で賃金を減らされたのは労働契約法が禁じる「不合理な格差」に当

たるとして、横浜市の運送会社「長沢運輸」で働く嘱託社員 3 人が正規社員との賃金

差額を支払うよう求めた訴訟の上告審判決が 1 日、最高裁第 2 小法廷（山本庸幸裁判

長）であった。 

 最高裁は「労働条件の差が不合理か否かの判断は賃金総額の比較のみではなく、賃

金項目を個別に考慮すべきだ」との初判断を示した上で、賃金項目を個別に検討。全

営業日に出勤した正社員に支給される月額 5,000 円の「精勤手当」について、嘱託社

員に支給されない点を「不合理」と判断し、この部分の 2 審・東京高裁判決（2016

年 11 月）を破棄。会社に対し、相当額の 5 万〜9 万円を３人に支払うよう命じた。 

 その他の基本給や大半の手当については、3 人が近く年金が支給される事情などを

踏まえ、格差は「不合理ではない」として請求を退け、精勤手当に連動する超勤手当

の再計算の審理のみを同高裁に差し戻した。裁判官 4 人全員一致の意見。 

 訴えていたのは、63〜64 歳の男性 3 人。正社員時代と仕事内容が全く同じなのに、

定年後に年収が 2〜3 割減らされたとして 14 年に提訴。1 審・東京地裁判決（16 年 5

月）は「仕事内容が同じなのに賃金格差を設けることは、特段の事情がない限り不合

理だ」として会社側に計約 415 万円の支払いを命じた。これに対して高裁判決は「企

業が賃金コスト増大を避けるために定年者の賃金を引き下げること自体は不合理と

は言えない」と指摘し、請求棄却を言い渡していた。 

速報！ 労働契約法 20 条 

ハマキョーレックス・長澤運輸 最高裁判決 

http://www.asahi.com/topics/word/浜松市.html
http://www.asahi.com/topics/word/ハマキョウレックス.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
http://www.asahi.com/topics/word/労働契約法.html
http://www.asahi.com/topics/word/最高裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/通勤手当.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
http://www.asahi.com/topics/word/最高裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
http://www.asahi.com/topics/word/通勤手当.html
http://www.asahi.com/topics/word/大津地裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/通勤手当.html
http://www.asahi.com/topics/word/大阪高裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
http://www.asahi.com/topics/word/大阪高裁.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
http://www.asahi.com/topics/word/契約社員.html
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 5 月 27 日（日）午後 2 時から、関西ユニオンの第 15 回定期大会が開催されまし

た。以下、簡単に報告します。  

 

○連帯ユニオン関西クラフト支部との 11 月統合方針決定！  

 今年の大会の最大の焦点は、連帯ユニオン関西クラフト支部との統合問題でした。

3 月頃から毎週のように臨時執行委員会を開催し、執行部の中で統合方針を煮詰め、

大会で運動方針案として提起し、賛成多数で決議されました。  

 今後、規約や組合費等について関西クラフト支部とも協議しながらさらに詰めて

行く予定です。大体のスケジュールとしては、8 月末までには統合後の規約案や組

合費案を策定し、9 月からは機関誌等で周知を図りつつ、組合員の方からもご意見

をいただきたいと考えています。そして、11 月 18 日（日）に関西ユニオンの臨時

大会と、統合大会を開催する予定です。今後、機関誌等を通じて随時色々な動きを

お伝えしていきますので、よろしくお願いします。  

 

≪今後の大まかなスケジュール≫  

8 月末 統合規約案、組合費案等決定  

9 月～ 組合員への周知、意見聴取  

11 月 18 日 関西ユニオン臨時大会／関西クラフト支部との統合大会  

 

報告 関西ユニオン 第 15 回定期大

会 
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学習会  矢部宏治著 講談社現代新書 

「知ってはいけない 隠された日本支配の構造」 ⑤ 

 

 

第８章 自衛隊は米軍の指揮のもとで戦う 

 １９５２年に日本の占領を終わらせた「サンフランシスコ平和条約」が、普通の

平和条約ではありませんでした。政治と経済においてはそれなりに占領政策を終わ

らせましたが、こと「軍事」に関しては安保条約と連動した形で占領状態を法的に

継続し、固定化するものでした。２１世紀の今日でも同様なのです。 

 なぜ日本だけが、そこまでひどい状態なのか。アメリカと結んでいる安保条約に

基づく「地位協定」はすでに説明してきました。裁判権・基地権・指揮権密約とし

てあります。指揮権密約とは、「戦争になったら、自衛隊は米軍の指揮のもとで戦う」

という密約のことです。 

 在日米軍基地を提供し駐留経費負担を払ったとしても、それで国が守られるなら

安いものじゃないかと政府は言ってきました。しかし「指揮権」が米軍にあるとす

るなら、これ 

は完全な属国ですので、公表せず密約とし

てきたのです。 

 

<「指揮権密約」の成立> 

 １９５２年７月２３日、在日米軍のクラ

ーク大将が統合参謀本部に送った文書の

書き出しは「私は７月２３日の夕方、吉田

氏、岡崎氏（外務大臣）、マーフィー駐日

大使と自宅で 

夕食をともにしたあとで、会談をした」と

首相を自宅に呼び、重要な会談をしている

とい 

うことです。占領を終えているのにです。 

「私は、わが国の政府が有事の際の軍隊

投入にあたり、指揮権の関係について、日

本政府とのあいだに明確な了解が不可欠

であると考えている理由を、詳しく説明し」

吉田に申入れた。答えは「有事の際に単一

の司令官は不可欠であり、現状ではその司

令官は合衆国によって任命されるべきで

あるということに同意した。続けて、この

合意は日本国民に与える政治的衝撃を考

えると、当分のあいだ秘密にされるべきで
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あるとの考えを示し、私はその意見に同意した」 

 

<すべては朝鮮戦争から始まった> 

占領中に警察予備隊をつくらせ、３ヵ月後に「保安隊」に

格上（1952.10.15）、その２年後に「自衛隊」（1954.7.1）と

再軍備を進めてきました。朝鮮戦争は 1950 年 6 月 25 日に始

まり、日本から出撃していった米軍は、当初、徹底的に負け

ます。開戦 1 ヶ月で図②まで追いつめられ、仁川上陸作戦で

図③に押しかえし、中国軍が参戦したことにより図④の 38

度線辺りまで後退し、現在の軍事境界線となって停戦になり

ました。 

日本は、連合国軍という名の米軍陸軍に占領されていた時

代で、米 兵や軍事物資の輸送、武器や車両の調達･補修な

どこの戦争の兵站として協力させられました。 

朝鮮戦争が始まって７ヵ月後、日本の独立に向けての日米

交渉の中で米軍への様々な支援を「独立後も変わらず支援し

ます」という条約が結ばれます。「吉田･アチソン交換公文」

という秘密協定です。「占領体制の継続」ではなく、独立後

も「占領下の戦争協力体制の継続」で、安保条約改定後の現

在も効力を持ち続けています。 

 

<米軍が書いた旧安保条約の原文 第 14 条 日本軍> 

①この協定〔＝旧安保条約〕が有効なあいだは、日本政府

は陸軍･海軍･空軍は創設しない。ただしそれらの軍隊の兵力

や種類、編成、装備など、あらゆる点についてアメリカ政府

の助言と同意があり、またその創設計画がアメリカ政府の決

定に完全に従う場合はその例外とする。②戦争の脅威が生じ

たと米軍司令官が判断したときは、すべての日本の軍隊は、

アメリカ政府によって任命された最高司令官の指揮のもと

に置かれる。③日本軍が創設された場合、日本国外で戦闘行

為を行うことはできない。ただし前節の〔アメリカ政府が任命した〕最高司令官の

指揮による場合はその例外とする。 

著者の矢部さんは、「この米軍による旧安保条 約の原案を読んだとき、私は２０

１０年６月鳩山政権の方か以来、何年にもわたって調べ続けてきた対米従属の正体、

「戦後日本」という国がもつ大きな歪の正体が、すべてこの条文に凝縮されている

ことがわかりました」と言っています。これは指揮権密約のルーツです。そしてた

だ し書きは、憲法９条の破壊にあたります。「自衛隊と在日米軍基地は合憲で、海

外派兵は違憲」とされてきた自民党などの解釈も２０１５年の安保関連法で突破し 

たのです。 （つづく）                      報告 仲村 
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『琉球処分』とは何か？ 「処分」というのが、実に嫌な感じです。琉球王国が何

か悪いことをして罰せられたイメージが浮かぶからです。そこで、『琉球処分』につ
いて調べてみました。まず、関連年表をつくりました。 
1609年（慶長14年） 島津忠恒・薩摩藩に侵攻される。以後、薩摩の附傭国となる。 

1869年（明治2年）  版籍奉還 

1871年（明治4年）  廃藩置県 鹿児島県の管轄下となる。 

1872年（明治5年）  琉球藩設置。琉球国王の尚泰（しょうたい）を藩王とする（藩王冊封） 

1879年（明治12年） 琉球藩を廃して沖縄県とする。日本政府が武力で王城（首里城）を占領 

佐藤優氏の「佐藤優の沖縄評論」（光文社知恵の森文庫）を読んでいると、鈴木宗
男衆議院議員（新党大地代表）が質問主意書で「琉球処分の定義如何」と質してい

るのを知り、これも調べてみました。 

平成18年11月1日「琉球王国の地位に関する再質問主意書」提出者鈴木宗男 

平成18年11月10日 内閣総理大臣安部晋三より衆議院議長河野洋平宛に「衆議院議
員鈴木宗男君提出琉球王国の地位に関する再質問に対し、別紙答弁書を送付する」 

鈴木『1872年に政府は琉球藩を設置したと承知するが、既に1871年にいわゆる廃藩置県が行

われ、藩を撤廃する形での行政改革が行われたにもかかわらず、なぜ沖縄では藩が設置され

たのか』 

政府『1872年当時、沖縄において県ではなく藩が設置された理由については、承知していな

い』 

鈴木『琉球処分の定義如何』 

政府『いわゆる「琉球処分」の意味するところについては、様々な見解があり、確立した定

義があるとは政府は承知していないが、明治初期の琉球藩の設置及びこれに続く沖縄県の設

置の過程を指す言葉として用いられるものと承知している』 

鈴木『政府は、1868年に元号が明治に改元された時点において、当時の琉球王国が日本国の

不可分の一部を構成していたと認識しているか。明確な答弁を求める』 

政府『沖縄については、いつから日本国の一部であるかということにつき確定的なことを述

べるのは困難であるが、遅くとも明治初期の琉球藩の設置及びこれに続く沖縄県の設置の時

には日本国の一部であったことは確かである』 

これが平成18年11月10日時点の日本政府の公式見解です。 
鈴木宗男氏が何故1872年の琉球藩設置に注目しているかというと、これも調べた

のですが、明治政府が琉球王国を「藩王冊封」体制にしたことの意図に関係してい

るのだと推測できます。 
「小説 琉球処分」の裏表紙に、『処分官として派遣された松田道之が琉球に突きつ
けたのは、尚泰王の上京、清国への朝貢禁止、明治年号の強制など独立どころか藩
としての体裁をも奪うものであった。琉球内部でも立場により意見がわかれ・・・「世
界で軍隊をいちばんきらうという琉球」がどう対処するのか。小説で沖縄問題の根
源に迫る不朽の名作』と書かれています。 

いわゆる『琉球処分』とは日本国が琉球王国を解体し征服支配
した一連の行為であった、ということです。政府答弁は無責任に

も、「知らぬ存ぜぬ」ですが。「日本国が・・・」と書いてきまし
たが、茫漠としてわからないので、責任者は誰や？ を明確にし
ておきます。「琉球処分」を強行に進めたのは松田道之の上司である大久保利通内務

卿です。（1878年大久保利通は紀尾井町で暗殺され、首里城占領時は伊藤博文が内務
卿）、ちなみに、大久保利通→牧野伸顕→吉田茂→→麻生太郎と血筋が続いています。 

名著紹介 「小説 琉球処分」 大城立裕 講談社文庫 上下２冊 



20 

 

「小説 琉球処分」 上下２冊  組合書架にあります。  

 

 

 

長期金利が国内でもじわじわ上昇していますね。潮目が変わった感じです。今後は

米国金利政策に加えて、トルコやブラジルなどの新興国の通貨の動きにも注目です。 

 さて、海外に行くのは年に数回の私はいままで各航空会社の発行するマイレージ

（以後マイル）をどう貯めるかについてはいつも迷いがありました。泉佐野市にふる

さと納税を始めてからは国内と韓国へはピーチしか使わないですし、海外にしても度

ごとに違う航空会社なので、どの会社のマイルを貯めるか絞り切れず、結局マイル活

用の恩恵から漏れていました。でも 2 月にアメリカへ行ったとき、やはりこれくらい

の距離を飛ぶのだからマイルについて考えないといけないと思いました。結論として

は 3 つあるアライアンス（スター、スカイチーム、ワンワールド）のマイルを片っ端

から全部貯める！ 使う使わないにかかわらず全部貯める！ことに決めました。  

 今までの私のフライトを振り返ると回数が多い韓国へは以前は大韓航空、最近は

ピーチ、フィリピンへはフィリピン航空と大韓航空が半々、香港へはキャセイパシ

フィックをよく使っていました。２月のアメリカはアメリカン航空、昨年のインド

は JAL、その前の年のドイツはルフトハンザでした。  

ここでマイルサービスを提供する３つのアライアンスに対応することを考えまし

た。まずピーチは LCC（ANA の子会社。バニラエアとの統合が予定されています。）

なのでマイルはつきません。大韓航空はスカイチーム。マイルを貯めるために大韓

航空のカードを作ることを検討しましたが、諸々比較のうえ、デルタ航空（アメリ

カの世界最大規模の航空会社）のカードを作りスカイチームのマイルに対応するこ

とにしました。フィリピン航空は ANA と同じスターアライアンスなので、以前から

持っているヤマダ電機のアメックスセゾンカードで対応します。そして JAL,キャセ

イパシフィック、アメリカン航空、カンタス航空、マレーシア航空などが加盟して

いるワンワールド。３つのアライアンスのなかでは最小チームながら、マイルの貯

めやすさ、使いやすさが評価を得ています。今回、イオンの電子マネー、WAON に

マイルを交換できるなど、日常使いの利便性を期待できることから、JAL マイレー

ジイオンカードを作りました。現在メインで使っている高還元のリクルートカード

プラスの支払いを一部移して入会特典を取りにいきます。  

 私は海外へは年に数回も出れば多い方で、１回１回の飛行機への搭乗がとても貴

重な思い出になっています。生まれて初めての飛行機体験は大学の卒業旅行。シン

ガポール航空でオランダのスキポール空港に行きました。英語が下手くそな私に美

貌のキャビンアテンダントはやさしく対応してくれま

した。投資のことで頭がいっぱいで興奮しっぱなしの香

港への旅はキャセイパシフィックの落ち着いた機内が

私を落ち着かせてくれました。フィリピン航空はいつも

若者たちでいっぱい。活気に溢れていて私も若い気分に

なれます。一番好きな航空会社は、数々の経営者たちの

不祥事にかかわらず大韓航空です。フルサービスキャリ

アーにもかかわらず、LCC 並みの低価格。それでいて

機転のきくキャビンアテンダントのサービスが受けら

れます。また欧米での路線ではアジアの航空会社のなか

で最大規模の就航路線を誇っています。 マイルについ

Mr.K のあれこれエッセイ第 32 回 

もうマイルで悩まない！！（全方位マイレージ戦

略） 
 

ピーチの機内販売で買え

るメジャーです。手荷物

重量制限をクリアしてお

得な旅を！  
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て私は初心者。海外経験の多い方々にお願いします。色々教えてくださいね！！  

 

 

 

 

 5 月 13 日の例会が降雨のため中止になり、会員の体力の低下とメタボを心配する

Ｔ氏の発案で急遽上記コースの希望者を募ったところ、勇者 4 名が 1 週間遅れの 5

月 20 日、5 月晴れでハイキング客でにぎわう須磨浦公園駅に集合した。  

 まず発案者であるＴ氏のコース概要の説明を受けるも、他の 3 名はどうせ六甲縦

走コースの入り口であり、大したことはないと、風光明媚な須磨の浦と遠く淡路島

を望みながら、うわの空で聞いている様子。特にリーダーのＯ氏などは悲劇の武将、

紅顔の美少年、敦盛や一ノ谷の坂落としへと思い

を馳せている様子。  

 いよいよ出発となり、縦走コースの最初の山で

ある鉢伏山（260 メートル）にアタックするも、

急な階段と急な上り坂に、巨漢のＯＫ氏とＯ氏は

淡路・明石大橋を見る余裕もなく、汗タラタラで

ある。しかし、山

からの眺めは、遠く友が島、金剛・葛城の山並み

を望める最高のロケーションであった。次に、源

平合戦に想いを馳せながら逆落としで有名な鵯越

を右に見て、さらに鉄拐山（234 メートル）から

ウバメガシの林を通り、約 300 段の階段を降りて、

高 倉 台 で 小 休 止 。 

 いよいよこの

日のメインコースである栂尾山への登り階段（400

段）にアタックするも、リーダーＯ氏は数十段登

ると小休止を繰り返すため、縦走コースの難所、

馬の背に行く時間と体力が無くなり、離宮公園へ

と目的地変更を行わざるを得なかった。 

 離宮公園で遅

い昼食をとり、バラ園の見学ではＳさんはバラ（ダ

イアナ、プリンセス・アイコ等）の中を夢見心地

で散策している様子であった。 そして、最後に

西国 33 カ所霊場の須磨寺を訪れ、遊歩会の発展と

会員の健康を祈願して解散となった。 

 今回二日酔いで欠席したＳさんと、業務多忙の

ために欠席したＯ氏には、欠席したことは正解であったことを申し添えておきます。 

 なお、遊歩会では、10 月行事として、これまでの最高峰である金剛山登山を予定

しています。組合員の皆さん、夏から足腰を鍛えて体力をつけ、是非ご参加くださ

い。  

メタボ解消！ 遊歩会 

瀬戸内から源平合戦ゆかりの地 


